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七
月
十
五
日
で
旧
鐚
巻
町
、江
刈
村
、

田
部
村
の
三
町
村
が
合
併
し
て
か
ら
五

十
年
が
経
過
す
る
。
旧
町
村
意
識
も
な

く
な
り
、
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
ま
た
国
で
は

合
併
を
推
進
し
て
い
る
。

我
が
町
は
、
先
人
が
築
い
た
町
づ
く

り
の
上
に
新
た
な
発
展
を
期
し
て
、
鐚

巻
町
と
し
て
合
併
五
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
先
人
の
遺
業
を
顕
彰

し
、
町
民
の
功
績
を
た
た
え
る
べ
く
十
五

日
に
式
典
を
挙
行
す
る
。

町
の
発
展
と
共
に
歩
ん
で
き
た
第
三

セ
ク
タ
ー
の(
社)

鐚
巻
町
畜
産
開
発
公

社
は
創
立
三
十
周
年
、
鐚
巻
高
原
食
品

加
工(

株)

は
二
十
周
年
を
迎
え
た
。

町
の
元
気
印
の
情
報
を
発
信
し
、
雇

用
拡
大
と
若
者
の
定
着
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
き
た
同
セ
ク
タ
ー

と
、
こ
の
際
鐚
巻
町
ら
し
く
式
典
は
合

同
で
挙
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
式
典
終

了
後
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
」
の
講
演
会
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
町
も
第
三
セ
ク
タ

ー
も
一
層
の
飛
躍
を
期
し
た
い
。

ひ�とり�
ごと澂�

町長の�

町
村
合
併
五
十
周
年
に
思
う

酪農の未来を考える

地域交流牧場の集い

６月12、13日くずまき高原牧場を主会

場に地域交流牧場全国連絡会の全国研修

会が開かれました。

12日は、くずまき高原牧場まつりを見

学した後、基調講演やパネルディスカッ

ションが行われました。

住
民
大
会
に
２
６
０
人

林
道
の
早
期
完
成
願
う

緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
促
進
住

民
大
会
（
岩
手
県
緑
資
源
特
定
森

林
圏
整
備
推
進
協
議
会
な
ど
主

催
）
は
六
月
八
日
、
く
ず
ま
き
高

原
牧
場
も
く
・
木
ド
ー
ム
で
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
同
事
業
の
鐚
巻
・
田

子
線
の
進
捗
率(

四
二
・
一
謾)

が

他
の
二
路
線
に
比
べ
低
い
こ
と
か

ら
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

本
町
や
関
係
町
村
の
受
益
者
な
ど

約
二
百
六
十
人
が
早
期
完
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
決
議
し
ま
し
た
。

体
験
発
表
で
林
道
の
早
期

完
成
の
必
要
性
を
訴
え
る

外
久
保
蔦
雄
さ
ん

パネルディスカッションで
意見を述べる中村町長㊧

「時代とともに変化する酪農」をテー

マにしたパネルディスカッションでは、

中村町長が「酪農を活かした地域おこし

の実践」、増田知事が「いわての酪農振

興の取り組み」、生源寺東京大学大学院

教授が「酪農の過去・現在・未来」、同

全国連絡会の広瀬会長が「地域交流をは

じめたきっかけとこれからの展望」につ

いて述べました。

消費者の立場から意見を述べた山形市

消費者連合会の五十嵐会長は「安全は技

術的なもので、安心は精神的なもの。生

産現場での消費者との交流によって農業

のもつ意味や酪農に対する理解が得られ

る。消費者は要求だけではない。情報の

共有によって、お互い尊重し合う、いい

関係を」と呼び掛けていました。


